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（社）全国中小建設業協会建築委員会



▲社団法人福島県建設業協会佐藤会長の説明を聞く

形県建築協会設立後、初めての視察研修が、市村会
長の段取りにより行われました。

　以前から、全国的にも注目を集める、積極的な活動を展
開している福島県建設業協会様関係の視察と、佐藤㈳福島
県建設業協会会長のお話も聞けるということでしたので、
興味津々で行って参りました。
　視察の内容としては、①福島県建設業協会佐藤会長の講
話約40分、②福島県建設業協会の活動がきっかけとなっ
てオープンした有料老人ホーム「涼風苑飯坂」という住宅
型有料老人ホームの視察、という2本立てでありました。
　超多忙ななか時間を割いていただいた佐藤会長の話から、
建設業に対する熱い想いがガンガンに伝わってきました。
佐藤会長のお話を聞いていて感じたことは、様々なアイデ
ィアを出していることもさることながら、そのアイディアを
協会が中心となって積極的に実行に移してる点に大変感銘
を受けました。すごいリーダーシップです。また、建設業と
いうのはすそ野の広い業界だし、地域経済の根幹を為す業
界でもある点をふまえ、建設業界が今後更に厳しくなって
いく環境下で、いかにして生き残っていくかを考え、そして
実行し、「建設業協会が地域経済を維持していくのだ」とい

う強い意気込みを感じました。
　そんな取り組みから生まれた一つの事例として「涼風苑
飯坂」の施設を見せていただきましたが、その時はまだ入居
者は1名のみという状況で、「正直なところ厳しいなあ」と思
いましたが、佐藤会長のことですから今後の展開も計算さ
れていることと思います。
　私の素朴な感想として、建設業から異業種に進出すると
いうことは、「このように強力なリーダーシップを持ってして
も難しいことなのだ」ということを感じた次第です。
　全国的にも先進的な活動を展開している福島県建設業協
会ですが、背景が異なる部分もあるようですので一概に山
形県と比較できないまでも、「自分たちで何とかしなければ
ならない」という姿勢を強く感じた点を再度付け加えさせて
いただきます。
　内容にあまり触れない単なる感想文となってしまいまし
たが、先方様より佐藤会長のお話の内容に触れている資料
もいただいてきました。事務局で保管しておりますので是
非ご覧になってください。
　以上、最後まで乱筆乱文をお読み下さったことに感謝い
たします。謝謝（合掌）

（株）丸健／市村健三
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